
2005年度 京都造形芸術大学 歴史遺産学科 卒業論文・修士論文発表会

＜文化財保存修復コース＞
　　　　　日　時：2006年2月25日(土)9：00～　　　会　場：人間館4階 NA401教室

時　間 氏　名 題　目

9:00 ～ 9:05 　　　開会の言葉

9:05 ～ 9:20 10221006
今西 亮太 ｢技法書から見る固着文書の剥離」

9:20 ～ 9:35 10221008
海野 彰子

｢平安･鎌倉期料紙の基礎的研究
　　～曼殊院聖教を例に～」

9:35 ～ 9:50 10221009
大野 由佳 ｢檀王法林寺蔵 近世木彫像の胡粉地彩色について」

9:50 ～ 10:05 10221011
落合 央奈 ｢東福寺所蔵・玳瑁天目台の年代考証について」

10:05 ～ 10:20 10221014
川井 もも子 ｢油絵の修復作業に用いられる樹脂の比較検討」

10:20 ～ 10:35 10221016
北川 友美

｢伝統技術の保存について
　　～滋賀県旧近江町の近江真綿を例に～」

10:35 ～ 10:45 　　　休　　　憩

10:45 ～ 11:00 10221017
金　蘭

｢西安市出土の明代漆棺
　　－その漆膜製作技法の分析」

11:00 ～ 11:15 10221018
蔵田 亜衣 ｢中国彩色塑像の彩色に関する一考察」

11:15 ～ 11:30 10221022
榊原 麻衣 ｢東福寺伝来近世版木の整理と保存対策」

11:30 ～ 11:45
10221023
佐久間 綾子 ｢高アルミナ含有ソーダ石灰ガラス（Na2O-Al2O3-CaO-SiO2系）におけるPbOの発色への影響について」

11:45 ～ 12:00 10221026
渋谷 麻里子 ｢明治時代のテラコッタに発生した表層剥離に関する一考察」

12:00 ～ 12:15 10221027
島田 綾子 ｢緑柚の濃度と焼成温度が色調に及ぼす影響」



12:15 ～ 13:00 　　　昼　休　憩

13:00 ～ 13:15 10221028
鈴木 大介 ｢仏像彫刻における木屎漆の乾固度について」

13:15 ～ 13:30 10221030
関野 遊子

｢和泉砂岩製品において加工過程が劣化に関する一考察
　　～びしゃんたたきを中心にして～」

13:30 ～ 13:45 10221032
田村 公 ｢襖･屏風の「蓑掛け」が持つ乾燥時における本紙の引張応力軽減効果について」

13:45 ～ 14:00 10221033
田村 祐貴子

｢光が麻布地と下地に与える影響の一考察
　　～紫外線による変色、繊維の変化に焦点を当て～」

14:00 ～ 14:15 10221034
照屋 航 ｢檀王法林寺所蔵 黒漆人物箔絵書棚の伝来について」

14:15 ～ 14:30 10221037
西方 彩 ｢日本画板絵の下地胡粉の被覆力に関する一考察」

14:30 ～ 14:45 10221039
八田 妃登美 ｢石灰クリームの物性について」

14:45 ～ 14:55 　　　休　　　憩

14:55 ～ 15:10 10221041
林 直幸 ｢煉瓦における浸透型撥水剤の比較」

15:10 ～ 15:25 10221042
馬場 和弘 ｢重要文化財同志社大学クラーク記念館使用煉瓦の刻印調査及び生産・調達に関する一考察」

15:25 ～ 15:40 10221044
松波 静香

｢京都市内出土宋銭の成分分析
　　～本銭と模鋳銭に着目して～」

15:40 ～ 15:55 10221045
松原 淳子

｢コプト裂に使われた紫色染料の同定
　　～奈良公園シルクロード交流館所蔵品を例として～」

15:55 ～ 16:05 10221047
三輪 文子 ｢油絵修復の補彩時に使用する絵具の比較」

16:05 ～ 16:20 10221049
安田 奈央

｢NaOHを用いた土師器の胎土の分離
　　－埼玉県下田町遺跡出土土師器を例に－」

16:20 ～ 16:30 　　　休　　　憩

16:30 ～ 16:45 10221050
山本 賢子

｢被災資料救援活動に関する一考察
　　～水損資料に対する救援活動を中心に～」

16:45 ～ 17:00 10221051
若林 弥生

｢粘着剤を用い貼られた写真の保存処置
　　－熱処理による剥離法の一考察－」

17:00 ～ 17:15 10221901
大平 香奈 ｢仏像修復材としての木曽産ヒノキ材の特性」



17:15 ～ 17:30 10221902
姜 受貞 ｢13世紀～19世紀 韓国寺院壁画の保存修理に使用された接着剤についての一考察」

17:30 ～ 17:45 10221903
芝原 典子

｢郷土資料館の整理作業と普及活動について
　　－鹿児島県野田町立郷土史料館を例に－」

17:45 ～ 18:00 10221904
武田 紀子 ｢大阪府枚方市片鉾町の民家に伝えられた助炭の保存処置とその調査結果」

18:00 ～ 　　　総　　　括



＜文化遺産コース＞
　　　　　日　時：2006年2月26日(日)9：00～　　　会　場：人間館4階 NA401教室

時　間 氏　名 題　目

9:00 ～ 9:10 　　　開会の言葉

9:10 ～ 9:25 10121001
浅野　大輔

「京都・近代化の中の平安神宮創建」

9:25 ～ 9:40 10221007
内田　光枝

「東山山林考」

9:40 ～ 9:55 10221010
小田嶋　修平

「江戸時代「京都名所本」の全容とその変遷」

9:55 ～ 10:10 10221012
小野寺　香澄

「伊勢参宮における旅文化の研究」

10:10 ～ 10:25 10221013
加納　千恵

「文久二・三年における京都の天誅
　　　～残された斬奸状から～」

10:25 ～ 10:35 　　　休　　　憩

10:35 ～ 10:50 10221015
河渕　恵

「『鳥獣人物戯画』/高山寺朱印と現存巻の考察」

10:50 ～ 11:05 10221019
栗生　春実

「洛中洛外における町触発給・伝達に関する基礎的考察
　　　－鷹峰村文書の資料化を通して－」

11:05 ～ 11:20 10221021
後藤　真澄

「 近世の近江国浅井郡旧大浜村における他村の公印の利用と管理について
      －近江国浅井郡大浜家旧蔵の印鑑を素材として－」

11:20 ～ 11:35 10221025
皿海　暁生

「神仏分離による竹生島の混乱と対応
　　　－「竹生島宝厳寺文書」所収の嘆願書類を通して－」

11:35 ～ 11:50 10221029
須田　友里子

「養蚕史料に見る女性労働」

11:50 ～ 13:10 　　　昼　休　憩

13:10 ～ 13:25 10221031
高木　未緒

「京都・一乗寺地区の雨乞について」



13:25 ～ 13:40 10221035
中川　智恵美

「檀王法林寺蔵　源氏物語図屏風に関する一考察」

13:40 ～ 13:55 10221040
濵田　康江

「住吉祭礼考」

13:55 ～ 14:10 10221052
鰐部　晶彦

「菅原道真と雷との関係について」

14:10 ～ 14:25 院生
小倉　久美子

「日本古代喪葬儀礼史の研究　－悲しみの儀礼と表現－」

14:25 ～ 　　　総　　　括
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